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96 (498) 第 101巻第5号
すベ〈増補改訂しその完成を期せられたのでありますが，昭和26年 7月突如として先
生をおそった心筋梗塞によって中断しなければなりませんでした。まこと仁残念であり
ます。しかし，この「交通概論」は交通学説史上，珠玉の光を放ち，日本の交通学の水
準を著しく高めた業績として，その不朽の名を止めるでありましょう。その後，先生は
健康にめくまれず，日常は病苦の不断の連続であり，病魔は眼底をおそし、，内臓をおか
し，知覚神経をも麻障させたのであります。しかし，先生の織烈な学問への欲求は，さ
らに，数理経済学や線型計画法その他の新しい手法の経済学の研究に向けられ. ，海運
動学入門J，弾力性経済学」が公刊され，また.，C.I.F 価格の巨視分析」の研究も発
表されました。，海運理論体系J，交通概論J.さらに生前の最後の著書となった F弾力
性経済羊」の著作は，私たち研究者にとって「座右の書」ともいうべき書物であります。
先生の学問は万人の検;m:に堪ヌ，他の新u、思考方法にみちがく貴重な資産であり，
つねに実践にみちびき，実践の指針となり，それゆえにこそ真にその名に値する科学で
あったと私は確信いたします。，ホサト・ニュースは学問でない」という先生の生活原
則の lつは，すぐれて歴史科学である経済学の掛究に志ざされた先生の学風を如実につ
たえるものであると思います。先生をおそったかずかずの病魔と16年の長ぎにおよぶ闘
いのなか，先生は苦痛に堪え，毅然として立ちむかい，社会科学の本質を追求し，時流
にとらわれず，名聞を求めず，その生涯をただひたすら学聞に捧げ，情熱を最後まで燃
やされました。その学問と学究の精神は永久に人びとに語りつがれることでありましょ
つ。
いまや先生は「その国境からは1人の旅人も戻ったためしがない未知の世界へ」旅立
たれました。私たちの思J震の情はし、よいよ深く，追憶の想いはひとしお切なるものがあ
ります。先生の業績壱継承し，その学風をつたえ，さらにより発L展させることを先生の
みたまに誓います。先生の永遠のねむり，とわに安らかなるうえにも安らかであること
争。
